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研究成果の概要（和文）： 
 腰部黄色靭帯組織を HE 染色や CD34 染色などで観察したところ、靭帯の変性とともに血管

の新生が確認された。靭帯の変性は、脊柱管面に近い部位ではそれ程強くない一方で、背側で

は強く、それらに伴って血管の新生状況にも差があることが明らかとなった。血管新生・増生

に関与する因子である HIF や SDF、更に VEGF の発現は少数で確認できたが、その発現は少

なく、靭帯の変性の程度とは相関関係を見出せていない。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We performed the several staining of the lumbar spine yellow ligament and could observe 
the degenerative change and neo-vascularization in the yellow ligament.  The 
degenerative change and increasing of the vessels were more severe in the outer part than 
the inner part.  We could detect the HIF, SDF and the VEGF in the degenerative yellow 
ligament.  However, these expressions were low and it has not found the relation of the 
these expression and degenerative change. 
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１．研究開始当初の背景 

脊柱管内という閉鎖された空間において 

靭帯が変性・肥厚する過程に血管の増生は 

かかすことができない。元々、血管が少ない

靭帯内において、血管の増生がどのように起

こってくるのか、についての詳細な機序は不

明であり、この過程に血管の増生のみならず、

新生も関与しているのかについても不明で

あった。 

 

 
２．研究の目的 

 脊柱管という閉鎖された空間で、脊柱管 

狭窄という強い圧迫のもと、低酸素状態に応 

答する機構のひとつとしての Hypoxia 

inducible factors (HIF) 及 び stromal 

cell-derived factor-1 (SDF-1)という転写因

子に着目し、ヒト腰椎黄色靭帯におけるこれ

ら因子の発現及び変性、血管新生・増生との

関連について明らかにすることを目的とし

た。 

 

 
３．研究の方法 

インフォームドコンセントを得た腰部脊

柱管狭窄症患者の手術において、en block に

腰椎黄色靭帯を摘出し、ホルマリンで固定後、

切片を作成した。HE 染色、CD34 染色、更に

は HIF-1、SDF-１、VEGF などの染色を行い、

変性及び血管新生、増生について確認した。

更に、それらにおける HIF、SDF 及び VEGF の

発現について検討を行い、臨床データや変性、

血管新生などとの関連性について解析した。 

 

 

４．研究成果 

黄色靭帯組織切片を、HE 染色を行い観察し、

靭帯の変性を確認した。さらに、血管のマー

カーである CD34 を用いて免疫染色を行い、

新生された血管の分布を確認し、それらの相

関について、観察し、解析した。腰部黄色靭

帯の変性は、脊柱管面に近い部位ではそれ程

強くない一方で、背側では強く、血管の新生

についても変性と同様の傾向がみられ、血管

の新生状況に差がみられた。 

低酸素に伴う血管新生・増生に関与する因

子である SDF-1 及び HIF-1、VEGF の蛋白の発

現については少数で確認できたが、その発現

は少なかった。それらの発現は、黄色靭帯内

に認められた血管すべてに発現しているも

のではなく、また VEGF の発現とも明らかに

相関してはおらず、発現に時間的な差異があ

る可能性が示唆された。 

HIF-1 と SDF-1 の発現については、明らか

な相関はなく、靭帯の変性の程度、及びそれ

ら蛋白発現との相関関係を見出せていない。

臨床症状や画像所見との関連について、明ら

かな相関は認められず、他の因子の関連など

について今後の更なる検討が必要であると

思われた。 
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